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No. 395

　昨年は５月から新型コロナは感染法上の位置付けが５類に移行となり徐々に活動の幅も拡がり、６
月17日から２日間に亘りＪＫＡ助成事業の全肢連指導者育成セミナーを開催し、「成年後見制度」
について弁護士の松村尚美先生の講演がありました。障害者家族・当事者の立場から機微に触れた内
容であり、今後の後見制度の利活用に資する研修会と評価されていました。９月に北海道ブロック研
究大会、11月には全道会長・事務局長会議を開催し、コロナ禍以前に戻りつつありますが、11月か
ら全道的にインフルエンザが学校・職場ではやりだし感染症対策は気を緩めることができない状況に
変わりはありません。十分な感染症対策は引き続き行うことが必要と改めて確認させられました。

　令和６年度は国の障害福祉施策の３年ごとの見直しとして、「障害福祉計画の改正・障害福祉サー
ビス等報酬改定」があります。重い障害（医療的ケア含む。）のある方の重度訪問介護の支給時間は
在宅者・ＧＨ利用者の時間数において自治体の事情によって支給決定に差がでることが指摘されてい
ます。
　また、重度障害者対応のＧＨの整備に関し、医療職や支援員の人材確保は人口の多少に拘わらず全
国的な課題となっています。安心安全に格差なく暮らせる社会の創造は全肢連共通の願いとしていま
す。北海道も障がい者条例を踏まえ、令和６年～令和11年を計画期間とする総合的な「第１期ほっ
かいどう障がい福祉プラン」の意見募集があり道肢連協として会長会議等でだされた意見を提案して
いきます。
　北海道肢体不自由児者福祉連合協会では例年行ってきた事業を中心に展開する予定です。道肢連協
主催の全道ブロック大会（第33回全道福祉大会）は釧路父母の会が中心となり９月７日～８日に釧
路市で開催いたしますが、平成15年以来の釧路大会であります。雄大な道東の自然と味覚を堪能し
ていただければ幸いです。
　全肢連事業である指導者育成セミナーは、「障害福祉サービス・補装具等支給状況並びに災害時個
別避難計画」を主題に、地域間でサービス内容や種目・回数の地域間格差について全国の会員を対象
に実態調査を行った結果に基づいて意見交換を行うことにしております。災害時個別避難計画は自治
体を中心に自治会・町内会の支援を前提にした計画を策定する手順となっていますが、大型災害の場
合は公助（警察・消防・自衛隊）、共助（町内会・地域住民）に期待できなく自助が最終的な手段と
なることから、常日頃から自らが避難計画を立てる必要があり障害福祉サービス等利用計画策定と併
行して策定することを学ぶ機会とします。また、日本財団助成事業は座位維持装置の選び方「正しい
シーティングの体験研修会」を肢体不自由特別支援学校との連携で行ことを予定しているところで
す。
　終わりに、ご協力いただいております北海道コカ・コーラボトリング株式会社のご支援は道肢連
協・地域父母の会の活動の主なる原資となります。是非「自動販売機設置促進」を精力的に取り組む
ようお願いします。
　新しい年を迎え道肢連協、地域父母の会、会員・関係者の皆さまのご健勝と更なるご発展・ご活躍
されますことを祈念し新年にあたってのご挨拶といたします。
　令和６年１月

新年あけましておめでとうございます。
令和６年の新春を、皆さまご健勝で迎え
られましたこととお喜び申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。
令和６年の新春を、皆さまご健勝で迎え
られましたこととお喜び申し上げます。

公益財団法人北海道肢体不自由児者福祉連合協会
一般社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会

会長　清　水　誠　一
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〈　釧路レク　10/15　秋の動物園散策　〉

　コロナ禍とともに、ここ数年間事業を実施で
きなかった影響もあり、参加家族が少なかった
ものの、当日は、天候に恵まれ、10月として
は、暖かな休日で親子で楽しく動物園を散策す
ることができました。隣接している施設の「山
花温泉リフレ」のレストランで、楽しくおいし
い昼食をいただき、解散となりました。

〈 千歳レク　10/27　空港にスタンプラリーに行こう 〉

　講師の都合で、療育キャンプが出来なくなり、
急遽、空港にスタンプラリーに行こう！となり
ました。皆でカードを持って館内を回り、スタ
ンプを押して歩きます。最後に４階まで行って
景品をもらってきました。平日でも人がたくさ
んいて感染も心配なので、さっと終わらせてし
まいました。昼食は移動して、恵庭とんでんで、
好みのものを食べてご満悦です。めいぷるに戻
り、カラオケ、おやつ釣りをして楽しみ、大き
なシュークリームを食べました。

スタンプラリーで景品をゲット

〈　千歳レク　12/9　クリスマスコンサート　〉

　今回は地域の皆さんと一緒にコンサートを聴
きました。
　来場者２０名、演奏者９名、利用者６名とボ
ランティア・関係者１３名、皆さんで音楽を聴
き、利用者も音楽に乗り、手を叩いたり、体を
ゆすって楽しそうに参加していました。
　コーヒーとケーキを食べて終わりました。
　初めて、元学校の音楽教師の方が歌ってくれ

たのは、演奏と違った雰囲気で良かったです。

〈　稚内レク　9/2　ふくしフェスタ　〉

・初めてのおもちゃくじ屋だったが、子どもを
中心に楽しんでもらえてよかった。
・利益があまり出ない金額設定で出店する、と
いう会の参加趣旨通りにできた。
・展示は、足を止めて見てくれる方がいたので
制作してよかった。
・ボランティアを依頼できた。
・閉店時間を早めに設定したが、２時間の出店
は子ども達の負担的にもちょうどよかったと
思う。

出店の様子

〈　登別レク　7/9　果物狩り　〉

　今年度も果物狩りに行きました。人数は少な
かったですが、天気も良く３家族で楽しく過ご

〈　登別父母の会　8/31　〉

　昨年度はコロナで開催できなかったので、今
年度は無事開催できて良かったです。
　それでも当日、会員１名がコロナ感染で欠席
となりましたが、のぞみ園の方が３名も参加し
て下さり合計９名でのキャンプとなりました。
　２年ぶりの事ともあり、施設の職員さんや地
域で日頃からかかわってくださっているPTさ
んや看護師さんなども多く参加して下さり、そ
の方、その方への対応の仕方、訓練の方法、車
イスへの座らせ方など、細かく指導して頂いて
おり、充実した時間であったと思います。
　会員も成人会員が多くなっているので、毎年
こうして専門的に指導して頂ける事はとてもあ
りがたいと思っています。ありがとうございま
した。

〈　函館父母の会　10/5-6　〉

（　内容　）
・療育相談終了後、参加者にアンケートを実施
アンケートに回答した参加者に、ボランティ
ア作成の小物をプレゼントした。
・待ち時間に釣りゲーム、くじ引きを楽しんで
もらった。
・６日は講師を招き「モルク」の手ほどきを受
け数名の児童と保護者、ボランティアも楽し
んだ。(次回のレクにも行う予定)
（　成果・感想　）
・昨年は診察のみであったが、今年はリハもあ

り、心待ちにしていた方が多かった。
・全員がそろっての交流はできなかったものの、
久しぶりに顔を合わせた会員同士で交流を持
つことができた。
・ボランティアスタッフの中に、肢体不自由の
会員がおり、受付やプレゼントの手渡しを手
伝い、外部との交流を持つことができた。
・障がい児者を普段担当している施設のPTさ
んが、医師の診察にも立ち会い、体の状態を
よく知ることができた。
・養護学校の参加児童には、担当教員が診察に
同席し、学校での様子を伝え医師のアドバイ
スを聞いたりなど情報の共有ができた。
・待合室では昨年より多くの保護者が、それぞ
れの近況や悩み事など話す時間があった。
・次年度は、保護者のレスパイトにも考慮し計
画をしたい。
・会場となった、はこだて療育・自立支援セン
ターの看護師さんはじめ、職員の方々にご協
力いただきスムーズに事業を行うことができ
感謝している。

療養キャンプ・レクリエーション療養キャンプ・レクリエーション

療育キャンプ

しました。サクランボもとても大きく、甘く、
皆でどの木のサクランボが一番おいしいかなど、
わいわい言いながらたくさん食べました。久し
ぶりに会えたボランティアさんや会員家族とも
コミュニケーションもとれ、子供たちも嬉し
かったと思います。

サクランボたくさん食べました　

〈　函館レク　11/26　交流会　〉

　４年ぶりに全体の集まりとして会員の親睦を
図る「交流会」を行った。
　現況報告を兼ねて、家族の自己紹介を行い、
顔と名前を覚えた。
　顔を合わせて楽しくおしゃべりができ、みん
ながリラックスできる場が持てて良かった。
　大人も子供も楽しめる簡単なゲームを用意し、
スタンプラリーを行い、お菓子のつかみどりや、
手作り小物選びで盛りあがった。ライブ演奏で
は、一緒に太鼓を叩いたりお囃子を入れたりし
て会場が一つになりたくさんの笑顔が見られた。
　音楽はみんなの心に響くものだなと改めて感
じた。
　久しぶりに親子で外出した家族もおり、気分
転換になったようだ。

 
三線ライブも楽しかったです

〈　北見レク　6/26　父母の会会員懇親会　〉

・全員が集まることは出来なかったが、会員同
士の近況について、直接会話を行う事ができ
た。

・全員、父母共に高年化していくので運動量と
いう視点からも活動的なレクリエーションを
実施していきたい。

〈　室蘭レク　11/26　クリスマスお楽しみ会　〉

　コロナ禍でしばらくクリスマス会も出来な
かったので、新しい子供さんも１人入り、みん
なで楽しくゲームを楽しめました。　すごろく
も工夫されていて、早口言葉があったり、もの
まねがあったり、たくさん笑顔も見られてよ
かったです。
　また、ぜひ、みんな集まって遊びたいと思い
ました。
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も工夫されていて、早口言葉があったり、もの
まねがあったり、たくさん笑顔も見られてよ
かったです。
　また、ぜひ、みんな集まって遊びたいと思い
ました。

毎
年
恒
例
コ
ミ
ロ
ナ
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ッ
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〈　釧路レク　10/15　秋の動物園散策　〉

　コロナ禍とともに、ここ数年間事業を実施で
きなかった影響もあり、参加家族が少なかった
ものの、当日は、天候に恵まれ、10月として
は、暖かな休日で親子で楽しく動物園を散策す
ることができました。隣接している施設の「山
花温泉リフレ」のレストランで、楽しくおいし
い昼食をいただき、解散となりました。

〈 千歳レク　10/27　空港にスタンプラリーに行こう 〉

　講師の都合で、療育キャンプが出来なくなり、
急遽、空港にスタンプラリーに行こう！となり
ました。皆でカードを持って館内を回り、スタ
ンプを押して歩きます。最後に４階まで行って
景品をもらってきました。平日でも人がたくさ
んいて感染も心配なので、さっと終わらせてし
まいました。昼食は移動して、恵庭とんでんで、
好みのものを食べてご満悦です。めいぷるに戻
り、カラオケ、おやつ釣りをして楽しみ、大き
なシュークリームを食べました。

スタンプラリーで景品をゲット

〈　千歳レク　12/9　クリスマスコンサート　〉

　今回は地域の皆さんと一緒にコンサートを聴
きました。
　来場者２０名、演奏者９名、利用者６名とボ
ランティア・関係者１３名、皆さんで音楽を聴
き、利用者も音楽に乗り、手を叩いたり、体を
ゆすって楽しそうに参加していました。
　コーヒーとケーキを食べて終わりました。
　初めて、元学校の音楽教師の方が歌ってくれ

たのは、演奏と違った雰囲気で良かったです。

〈　稚内レク　9/2　ふくしフェスタ　〉

・初めてのおもちゃくじ屋だったが、子どもを
中心に楽しんでもらえてよかった。
・利益があまり出ない金額設定で出店する、と
いう会の参加趣旨通りにできた。
・展示は、足を止めて見てくれる方がいたので
制作してよかった。
・ボランティアを依頼できた。
・閉店時間を早めに設定したが、２時間の出店
は子ども達の負担的にもちょうどよかったと
思う。

出店の様子

〈　登別レク　7/9　果物狩り　〉

　今年度も果物狩りに行きました。人数は少な
かったですが、天気も良く３家族で楽しく過ご

〈　登別父母の会　8/31　〉

　昨年度はコロナで開催できなかったので、今
年度は無事開催できて良かったです。
　それでも当日、会員１名がコロナ感染で欠席
となりましたが、のぞみ園の方が３名も参加し
て下さり合計９名でのキャンプとなりました。
　２年ぶりの事ともあり、施設の職員さんや地
域で日頃からかかわってくださっているPTさ
んや看護師さんなども多く参加して下さり、そ
の方、その方への対応の仕方、訓練の方法、車
イスへの座らせ方など、細かく指導して頂いて
おり、充実した時間であったと思います。
　会員も成人会員が多くなっているので、毎年
こうして専門的に指導して頂ける事はとてもあ
りがたいと思っています。ありがとうございま
した。

〈　函館父母の会　10/5-6　〉

（　内容　）
・療育相談終了後、参加者にアンケートを実施
アンケートに回答した参加者に、ボランティ
ア作成の小物をプレゼントした。

・待ち時間に釣りゲーム、くじ引きを楽しんで
もらった。

・６日は講師を招き「モルク」の手ほどきを受
け数名の児童と保護者、ボランティアも楽し
んだ。(次回のレクにも行う予定)

（　成果・感想　）
・昨年は診察のみであったが、今年はリハもあ

り、心待ちにしていた方が多かった。
・全員がそろっての交流はできなかったものの、
久しぶりに顔を合わせた会員同士で交流を持
つことができた。
・ボランティアスタッフの中に、肢体不自由の
会員がおり、受付やプレゼントの手渡しを手
伝い、外部との交流を持つことができた。
・障がい児者を普段担当している施設のPTさ
んが、医師の診察にも立ち会い、体の状態を
よく知ることができた。
・養護学校の参加児童には、担当教員が診察に
同席し、学校での様子を伝え医師のアドバイ
スを聞いたりなど情報の共有ができた。
・待合室では昨年より多くの保護者が、それぞ
れの近況や悩み事など話す時間があった。
・次年度は、保護者のレスパイトにも考慮し計
画をしたい。
・会場となった、はこだて療育・自立支援セン
ターの看護師さんはじめ、職員の方々にご協
力いただきスムーズに事業を行うことができ
感謝している。

しました。サクランボもとても大きく、甘く、
皆でどの木のサクランボが一番おいしいかなど、
わいわい言いながらたくさん食べました。久し
ぶりに会えたボランティアさんや会員家族とも
コミュニケーションもとれ、子供たちも嬉し
かったと思います。

サクランボたくさん食べました　

〈　函館レク　11/26　交流会　〉

　４年ぶりに全体の集まりとして会員の親睦を
図る「交流会」を行った。
　現況報告を兼ねて、家族の自己紹介を行い、
顔と名前を覚えた。
　顔を合わせて楽しくおしゃべりができ、みん
ながリラックスできる場が持てて良かった。
　大人も子供も楽しめる簡単なゲームを用意し、
スタンプラリーを行い、お菓子のつかみどりや、
手作り小物選びで盛りあがった。ライブ演奏で
は、一緒に太鼓を叩いたりお囃子を入れたりし
て会場が一つになりたくさんの笑顔が見られた。
　音楽はみんなの心に響くものだなと改めて感
じた。
　久しぶりに親子で外出した家族もおり、気分
転換になったようだ。

 
三線ライブも楽しかったです

〈　北見レク　6/26　父母の会会員懇親会　〉

・全員が集まることは出来なかったが、会員同
士の近況について、直接会話を行う事ができ
た。
・全員、父母共に高年化していくので運動量と
いう視点からも活動的なレクリエーションを
実施していきたい。

〈　室蘭レク　11/26　クリスマスお楽しみ会　〉

　コロナ禍でしばらくクリスマス会も出来な
かったので、新しい子供さんも１人入り、みん
なで楽しくゲームを楽しめました。　すごろく
も工夫されていて、早口言葉があったり、もの
まねがあったり、たくさん笑顔も見られてよ
かったです。
　また、ぜひ、みんな集まって遊びたいと思い
ました。

焼
肉
を
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第71回手足の不自由な子どもを育てる運動作品コンクール入賞作品決定第71回手足の不自由な子どもを育てる運動作品コンクール入賞作品決定

　令和５年度の作品コンクールの入賞作品４９点が決定しました。作品コンクールは「手足の不自由
な子どもを育てる運動」の事業として、毎年、道肢連協が主催しています。道内の特別支援学校、
小・中学校を通じて児童生徒さんの「手足の不自由な子どもの作品」として作文・詩、図画、書道、
手芸・工作を、また友情の作品（友情の部）として作文・詩、図画を募集しており、今年度は、手足
の不自由な子どもの部では、全体で８校から１９５作品、友情の部では、４校から６４作品の応募を
いただきました。
　入賞作品は、令和６年１月３１日（水）、２月１日（木）の２日間（１月３１日１０時～１６時３
０分、２月１日９時３０分～１６時）道庁本庁舎１階、道政広報コーナーに展示します。

《　入賞者一覧　》

手足の不自由な子どもの部

○北海道知事賞
□　作文・詩の部
　北海道岩見沢高等養護学校　　１年　佐藤実桜那
□　図画の部
　北海道拓北養護学校中学部　　２年　甲斐　彩菜
□　書道の部
　北海道旭川養護学校高等部　　２年　岡田　珠怜
□　手芸・工作の部
　北海道旭川養護学校小学部　　２年　大泉　　迅

○北海道教育委員会教育長賞
□　作文・詩の部
　北海道手稲養護学校小学部　　５年　新貝　桃果
□　図画の部
　北海道拓北養護学校小学部　　３年　河原　紗菜
□　書道の部
　北海道岩見沢高等養護学校　　２年　佐藤　希美
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　６年　金子　史宝

○北海道共同募金会賞
□　図画の部
　北海道真駒内養護学校小学部　４年　酒井　大輝
□　書道の部
　旭川市立中央中学校　　　　　１年　佐野　夏菜
□　手芸・工作の部
　北海道函館養護学校小学部　　５年　齊藤　玲音

○北海道特別支援学校肢体不自由・病弱教育校長会賞
□　図画の部
　北海道手稲養護学校小学部　　４年　佐藤　　愼

□　手芸・工作の部
　北海道拓北養護学校小学部　　６年　天満　陽毬

○北海道新聞社賞
□　図画の部
　北海道真駒内養護学校小学部　６年　越戸ここな
□　書道の部
　北海道手稲養護学校中学部　　１年　日向　伸明
□　手芸・工作の部
　北海道旭川養護学校小学部　　６年　渡邊　葉月

○朝日新聞北海道支社賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校中学部　　２年　渡邉　希美
□　書道の部
　北海道手稲養護学校中学部　　３年　田中　心優
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　５年　髙橋瑠璃子

○北海道アメリカンフットボール協会賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校高等部　　３年　神田　　恵
□　書道の部
　北海道手稲養護学校中学部　　１年　廣岡　遥李
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　６年　佐藤　優羽

○ＳＴＶ賞
□　図画の部
　市立札幌山の手支援学校高等部　２年　田畑　悠佑
□　書道の部
　北海道手稲養護学校小学部　　３年　大久保拓哉

□　手芸・工作の部
　北海道函館養護学校高等部　　１年　菅原　美羽

○星槎道都大学学長賞
□　図画の部
　北海道拓北養護学校小学部　　１年　佐藤　　汐
□　手芸・工作の部
　北海道手稲養護学校高等部　　２年　平野　音羽

○かでる賞
□　図画の部
　北海道拓北養護学校小学部　　５年　Ｙ・Ｋ
□　手芸・工作の部
　北海道旭川養護学校小学部　　１年　笠谷　來咲

○フレッシュキヨスク賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校中学部　　２年　佐藤菜々華
□　手芸・工作の部
　北海道手稲養護学校中学部　　３年　中村　心愛

○北海道コカ・コーラ賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校高等部　　２年　道添　煉輔
□　手芸・工作の部
　北海道函館養護学校中学部　　１年　木村　愛華

○コープさっぽろ賞
□　図画の部
　北海道函館養護学校高等部　　３年　伊藤　麻央
□　書道の部
　北海道手稲養護学校小学部　　３年　白木　唯悟
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　２年　吉武　杏莉

友情の部

○　北海道知事賞
□　図画の部
　函館市立旭岡小学校　　　　１年　　相原　　天

○北海道教育委員会教育長賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　６年　　男　　　子

○北海道共同募金会賞
□　図画の部
　三笠市立三笠小学校　　　　　５年　佐々木　開

○北海道特別支援学校肢体不自由・病弱教育校長会賞
□　図画の部
　南幌町立南幌小学校　　　　　４年　川島　遥真

○　北海道新聞社賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　２年　女　　　子

○　朝日新聞北海道支社賞
□　図画の部
　三笠市立三笠小学校　　　　　５年　髙橋　優心

○　北海道アメリカンフットボール協会賞
□　図画の部
　函館市立旭岡小学校　　　　　６年　恩道　咲希

○　ＳＴＶ賞
□　図画の部　
　南幌町立南幌小学校　　　　　３年　出間　桜音

○　星槎道都大学学長賞
□　図画の部
　三笠市立三笠小学校　　　　　５年　木村　光駿

○　かでる賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　５年　女　　　子

○　フレッシュキヨスク賞　
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　３年　男　　　子

○　北海道コカ・コーラ賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　１年　男　　　子

○　コープさっぽろ賞
□　図画の部
　函館市立旭岡小学校　　　　　４年　岡　　凌駕
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手足の不自由な子どもの部

○北海道知事賞
□　作文・詩の部
　北海道岩見沢高等養護学校　　１年　佐藤実桜那
□　図画の部
　北海道拓北養護学校中学部　　２年　甲斐　彩菜
□　書道の部
　北海道旭川養護学校高等部　　２年　岡田　珠怜
□　手芸・工作の部
　北海道旭川養護学校小学部　　２年　大泉　　迅

○北海道教育委員会教育長賞
□　作文・詩の部
　北海道手稲養護学校小学部　　５年　新貝　桃果
□　図画の部
　北海道拓北養護学校小学部　　３年　河原　紗菜
□　書道の部
　北海道岩見沢高等養護学校　　２年　佐藤　希美
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　６年　金子　史宝

○北海道共同募金会賞
□　図画の部
　北海道真駒内養護学校小学部　４年　酒井　大輝
□　書道の部
　旭川市立中央中学校　　　　　１年　佐野　夏菜
□　手芸・工作の部
　北海道函館養護学校小学部　　５年　齊藤　玲音

○北海道特別支援学校肢体不自由・病弱教育校長会賞
□　図画の部
　北海道手稲養護学校小学部　　４年　佐藤　　愼

□　手芸・工作の部
　北海道拓北養護学校小学部　　６年　天満　陽毬

○北海道新聞社賞
□　図画の部
　北海道真駒内養護学校小学部　６年　越戸ここな
□　書道の部
　北海道手稲養護学校中学部　　１年　日向　伸明
□　手芸・工作の部
　北海道旭川養護学校小学部　　６年　渡邊　葉月

○朝日新聞北海道支社賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校中学部　　２年　渡邉　希美
□　書道の部
　北海道手稲養護学校中学部　　３年　田中　心優
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　５年　髙橋瑠璃子

○北海道アメリカンフットボール協会賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校高等部　　３年　神田　　恵
□　書道の部
　北海道手稲養護学校中学部　　１年　廣岡　遥李
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　６年　佐藤　優羽

○ＳＴＶ賞
□　図画の部
　市立札幌山の手支援学校高等部　２年　田畑　悠佑
□　書道の部
　北海道手稲養護学校小学部　　３年　大久保拓哉

□　手芸・工作の部
　北海道函館養護学校高等部　　１年　菅原　美羽

○星槎道都大学学長賞
□　図画の部
　北海道拓北養護学校小学部　　１年　佐藤　　汐
□　手芸・工作の部
　北海道手稲養護学校高等部　　２年　平野　音羽

○かでる賞
□　図画の部
　北海道拓北養護学校小学部　　５年　Ｙ・Ｋ
□　手芸・工作の部
　北海道旭川養護学校小学部　　１年　笠谷　來咲

○フレッシュキヨスク賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校中学部　　２年　佐藤菜々華
□　手芸・工作の部
　北海道手稲養護学校中学部　　３年　中村　心愛

○北海道コカ・コーラ賞
□　図画の部
　北海道旭川養護学校高等部　　２年　道添　煉輔
□　手芸・工作の部
　北海道函館養護学校中学部　　１年　木村　愛華

○コープさっぽろ賞
□　図画の部
　北海道函館養護学校高等部　　３年　伊藤　麻央
□　書道の部
　北海道手稲養護学校小学部　　３年　白木　唯悟
□　手芸・工作の部
　北海道真駒内養護学校小学部　２年　吉武　杏莉

友情の部

○　北海道知事賞
□　図画の部
　函館市立旭岡小学校　　　　１年　　相原　　天

○北海道教育委員会教育長賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　６年　　男　　　子

○北海道共同募金会賞
□　図画の部
　三笠市立三笠小学校　　　　　５年　佐々木　開

○北海道特別支援学校肢体不自由・病弱教育校長会賞
□　図画の部
　南幌町立南幌小学校　　　　　４年　川島　遥真

○　北海道新聞社賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　２年　女　　　子

○　朝日新聞北海道支社賞
□　図画の部
　三笠市立三笠小学校　　　　　５年　髙橋　優心

○　北海道アメリカンフットボール協会賞
□　図画の部
　函館市立旭岡小学校　　　　　６年　恩道　咲希

○　ＳＴＶ賞
□　図画の部　
　南幌町立南幌小学校　　　　　３年　出間　桜音

○　星槎道都大学学長賞
□　図画の部
　三笠市立三笠小学校　　　　　５年　木村　光駿

○　かでる賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　５年　女　　　子

○　フレッシュキヨスク賞　
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　３年　男　　　子

○　北海道コカ・コーラ賞
□　図画の部
　函館市立鱒川小学校　　　　　１年　男　　　子

○　コープさっぽろ賞
□　図画の部
　函館市立旭岡小学校　　　　　４年　岡　　凌駕

学校賞　　北海道旭川養護学校
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　　高校生になって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道岩見沢高等養護学校　１年　佐藤　実桜那

　入学前の気持ちは、たくさんの楽しみな気持

ちでした。今までできなかった体育を楽しみた

いとずっと思っていました。さらに以前体験入

学で来た時に学校がバリアフリーになっている

ことが分かって自分の体力に合ったところで勉

強できるというところが良いと思いました。

　入学式の気持ちは、今まで楽しみな気持ちと

は逆で不安な気持ちでいっぱいでした。式の時

に校長先生の話を聞きながら「遂に今日から親

と離れてしまうんだ…。」という実感が湧いて

きてしまい、さらに不安が大きくなってしまい

ました。式の時だけに限らず、一日不安でいっ

ぱいでした。しかし、次の日からは、「先輩に

頼って良いんだ。」と安心できたのと、話す友

達もできて不安な気持ちは減りました。クラス

の人たちと話せるようになったことは大きいこ

とだと実感しました。

　寄宿舎、学校生活については、最初は不安も

ありましたが、過ごしていくうちに楽しくなっ

ていきました。けれども集団生活なので、楽し

いという気持ちだけではなくストレスも溜まっ

てしまいました。この体験から、ある程度溜

まったら、思いを吐き出すことが大事だという

ことを学んだので、気をつけて過ごすようにし

ています。

　入学してからの変化の一つ目は、体力がつい

たことです。今までより移動距離が増えて歩く

ようになったからだと思います。二つ目は、友

達が困った時にたくさん助けるようになったこ

とです。今までは、私がやってもらう立場だっ

たけれど、入学してからは私が助ける立場にな

りました。三つ目は、洗濯など今まで親がやっ

ていたことを自分でやる機会が増えたことです。

自分でやるようになったことにより親の大変さ

がわかり、実感しながらやるようになりました。

四つ目は、部活に入ったことです。私自身、ス

ポーツをすることは好きだけれど、今までは自

分のレベルと周りが全然違ったのでやってきま

せんでした。けれども、入学してからは自分に

合った環境でできるので楽しくやっています。

　入学してから考えたことは、友達との関わり

です。言い過ぎは良くないけれど、仲の良い友

達でも自分の意見をきちんと言うようにした方

が良いと思いました。

　入学してから驚いたことの一つ目は、校長室

が端にあったことです。今までは、何かと何か

の間にあるのしか見たことがなかったので、端

にあるのは驚きました。二つ目は、机が大きい

事です。今までに使ったことのある机が、今の

机の約四分の一くらいの大きさだったので、で

かくて驚いたけれど、物がたくさん置けるので

使いやすいと思いました。

　今後は、資格をたくさん取ることや成績を下

げないように勉強もコツコツやりたいです。勉

強を怠らないようにしつつ、部活動にも積極的

に取り組んで、色々頑張っていきたいと思いま

す。

〇　北海道知事賞　〇
手足の不自由な子どもの部　作文・詩
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　　みんなで運動会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道手稲養護学校小学部　５年　新貝　桃果

　六月十日、手稲の体育館で運動会が開かれま
した。
　当日は、お母さんとおじさんが来てくれまし
た。
　一組の競技名は、「それ一組にやらせてくだ
さい！」です。ルールは、「ディスクゴルフ」
「バドミントン」「ストラックアウト」で取っ
た点数を合わせて、点数が多い方が勝ちという
ものです。
　今年の運動会では、赤組のキャプテンとして、
みんなの力が発揮できるようにチームをまとめ
たいです。競技では、バドミントンをがんばり
たいです。
　練習では、みんなの意見を聞いて、誰がその
種目に出たらよいかを考えました。みんなが
チームのことを考えて意見を出してくれたので、
困ることはありませんでした。
　運動会本番は、負けるかもしれないとそわそ
わしました。一組の競技が終わって「おわった

ああああああああああ」というやりきった気持
ちになりました。
　一組、二組の競技の後は小学部全員で「ねつ
れつソーラン」を踊ります。練習では、鼻声で
大きい声を出すのが大変でした。本番では、大
きい声を出すように気をつけました。
　「ねつれつソーラン」の後は会場から大きな
拍手をもらい「拍手ありがとう」という感謝の
気持ちでした。
　地元の学校と手稲の運動会では、違ったとこ
ろがいっぱいありました。「ディスクゴルフ」
や「ねつれつソーラン」は地元の学校ではな
かったです。
　手稲の運動会は、「それ一組にやらせてくだ
さい！」で出場した「バドミントン」が楽し
かったです。手稲の運動会を経験して、ソーラ
ン節の踊りが成長しました。みんなで踊れてよ
かったです。

〇　北海道教育委員会教育長賞　〇

～協力会員になっていただきありがとうございます～
《特別会員》

清水　誠一　　（当協会会長)
松山　敏勝　　（当協会理事)

● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■

● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■

第71回手足の不自由な子どもを育てる運動

友情と愛の絵はがきによる募金
　ご協力　ありがとうございました
　肢体不自由児者の自立への支援、社会参加のサポート等の活動に
絵はがき等の募金を活用しております。
　今年はコロナが５類に移行してからの募金のお願いとなりました
が、昨年と変わらず多くの皆様より、261件1365千円ものご厚意
を頂きました。ご寄付いただいた皆様はもとより募集のご案内や取
りまとめなどにご協力いただいた関係者のすべての皆様に心より感
謝申し上げます。
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　11月23日（木・祝）、札幌のかでる2.7におい
て、11父母の会15名が参加して開催しました。
　清水会長の挨拶により開会となり、５類となった
コロナは落ち着きをみせているが、インフルエンザ
は学校の学級閉鎖が多く流行しているので、感染症
には皆さんも留意されるように。今回の研修である
「介護ロボット体験」は、３年前に全肢連北海道ブ
ロック指導者育成セミナーでもやっている。皆さん
も含め介助や介護が大変になって来ていることや腰
痛予防にもなるので、㈱マルベリーさんから説明を
良く聞いていただきたい。後半は意見交換を進めて
行くので、よろしくお願いしたい、とのお話があり
ました。

　前半の研修として、㈱マルベリーの福祉用具専門
員である籾山（モミヤマ）氏から、「介護現場にお
ける生産性向上について」の説明があり、それから
介護ロボット体験に移りました。マルベリーさんは、
㈱ほくやく・竹山ホールディングの介護事業部門に
属し、福祉用具レンタル事業を行い、介護ロボット
の展示や講習会も行っています。介護職場（現場）
が抱えている問題として、①人材不足、②賃金水準、
③精神的な負担、④身体的な負担があり、介護の質
を確保しながらも、より少ない人手で福祉の現場が
回るように効率化・生産性を向上させることが必要
となり、実現のひとつとして、介護ロボットの導入
があるとの説明がありました。介護ロボットは、移
乗、移動、排泄、入浴の各支援と見守り・コミュニ
ケーションの６分野があり、普及率は全国で10～
20％と地域差があり、北海道は20～30％。介護ロ
ボットの導入に当たって、介護現場では、これまで
定着した介護の方法や手順の見直し等に理解が得ら
れなかったり、機器導入に負担感があるなどして機
器の導入を進めにくい状況にあるが、①身体的・精
神的な負担の軽減、②業務の効率化によって介護現

場に時間的な余裕が生まれること、③介護職員がケ
アに専念できる環境が整備され、利用者と介護者の
ふれあう時間や利用者の安心感を増すことのメリッ
トがあることを理解してもらうことが重要であるこ
との説明があ
りました。こ
の後、主に移
乗や移動支援
のロボット体
験を行い、参
加者が機器の
装着も含めた
説明を受けた
り、腰などの
身体的な負担
軽減を実感し
ていました。
　後半は、岡田副会長の進行で意見交換が始まりま
した。まず、父母の会の活性化に向けた取り組みと
して、函館父母の会の後藤事務局長から発表があり
ました。コロナ禍での会費徴収をしなかったことで
入会を気軽に進めたこと、会報を親しみやすい内容
としたこと、療育キャンプの再開でアンケートを実
施したこと、要望があった茶話会やレクリエーショ
ンをおこなったこと、グループLINEを作り会員増
にも繋がったことのお話があり、他の父母の会が
行っている内容など意見交換もなされ、少しでも参
考となることを期待します。
（函館父母の会の参考資料は、参加がなかった父母
の会にも送付しています。）
　続いて、事前に話題提供があった４父母の会の内
容について情報・意見交換がなされました。
　次に、来年９月７日、８日の土日で開催される全
道福祉大会について、開催地である釧路父母の会の
森会長から概要の説明がありました。会場を釧路市
生涯学習センターとし、土曜午後から開会し、分科
会、情報交換会を予定し、日曜の午前中に閉会で準
備を進め、皆さんのお越しをお待ちしているとのこ
とでした。
　最後に、事務局から、今年度の各父母の会のレク
活動事業の見込み、道庁からの医療的ケア児等関係
資料、チャリティ自販機のミニポスターＰＲの事例
などを説明し、閉会となりました。

令和５年度第２回全道父母の会会長・事務局長会議を開催
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　皆様、新年あけましておめでとうございます。
前回のエッセーでは、山形への旅の経験につい
て触れ、旅を通じた非日常の楽しみについて伝
えさせていただいた。しかしながら、新年を迎
える中で、様々な出来事が私自身の心にも深い
考えをもたらした。自らも業務のため頻繁に新
千歳羽田便を利用することがあり、航空機事故
に遭遇した場合の避難の難しさを痛感し、生き
るための最善の選択について考えさせられた。
　今年は、数年ぶりにコロナ禍の行動制限も緩
和され、久しぶりに、アクティブに旅を楽しむ
ことを考えていた。しかし、元旦には、能登半
島地方で大きな地震が発生し、津波による災害
も発生した。テレビの画面には火災の発生、家
屋倒壊、土砂崩れなど東日本大震災を彷彿させ
る映像が次々に映し出され不安を感じずにはい
られなかった。被災された皆様にはお見舞い申
し上げます。また、これ以上、被害が更に拡大
しないこと、高齢者や障がい者などの災害弱者
の声が届くことを願っている。
　冬期間の災害は寒冷地域ならではの対策が求
められると思う。東日本大震災でも、被災後に
寒さによる低体温症が障がい者や高齢者の被害
をさらに拡大させたとの報告もあった。今回の
能登半島震災被害者の寒さ対策や停電時の防災
対策についても心配される。特に障がい者は自
らで緊急避難することが難しく、声を出せずに
我慢しているのではないかと思う。必要な支援
が速やかに届くことを祈るばかりだ。
　そんな中、テレビを見ていたら、２日には、
羽田空港でＪＡＬ旅客機と海上保安庁の輸送機
が衝突炎上するという報道が飛び込んできた。
海上保安庁の輸送機は能登半島地震への支援の
ため出発しようとしていて千歳発羽田便が滑走
路へ着いた瞬間に衝突炎上したらしい。旅客機

の衝突炎上事故というショッキングなの情報に、
自分も上京の折には、羽田便を利用したことを
思い出し、胸が痛む思いでいっぱいになった。
幸いにも車いす２名を含む乗客乗員の全員が脱
出することができたと聞き、日頃の安全教育訓
練の成果をしらされた。新年早々、暗いニュー
スが続く中で、一日も早い復興と被災地の皆様
の安全を心からお祈りしています。
　新千歳羽田便を利用した際、その利便性や快
適な空の旅を享受していたことを思い出される。
しかし、同時に、もしもの瞬間にどれだけ無力
であるか、自分たち障がい者が生きるための最
善の選択を果たしてできるのか。という現実が
鮮明になり、不安と戸惑いを感じずにはいられ
ない。災害時には、通常の状況とは異なり、制
約や困難が倍加することになると思う。自己緊
急避難が難しく、周囲からの支援が不可欠とな
る。
　障がい者が安心して生活できる社会を築くた
めには、地域社会全体が災害弱者の存在を意識
し、協力し合い、無理のない避難場所や手段を
整備していくことが必要だと思う。また、一般
の方々とも共に協力し、互いに理解し合いなが
ら、災害時における連帯の精神を育むことが求
められる。
　災害に備えるだけでなく、それぞれができる
範囲での支援や情報発信も大切だと思う。障が
い者自身も、地域の方々も、お互いが助け合い、
共に困難を乗り越えていけるような結束が求め
られのではないかと思う。誰もが生きるための
最善の選択ができるよう、日頃からの備えが欠
かせないのではないかと思う。
　コロナ禍、ウクライナの戦争、イスラエルと
ガザ地区ハマスの紛争。そして、年を開けて、
能登半島地震、航空機事故と障がい者に不利益
や負担を強いられていないかと思う。この厳し
い時期においても、未知の未来に対して希望を
胸に刻み込み、前向きに歩んでいきたいと思う。
新年を迎え、新たな一歩を踏み出す中で、私た
ちの力を合わせて、困難を乗り越え、未来への
一歩を踏み出していきたいと思う。今年もよろ
しくお願いいたします。

NPO法人ホップ
障害者地域生活支援センター

代表理事 竹　田　　　保

23
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〒060-0002　札幌市中央区北2条西7丁目

011-241-8391　　　011-251-5027　　　http://www.h-doshikyo.jpTEL FAX HP

発行者
道肢連協　第三種郵便物承認
令和6年1月30日発行

（定価 1部　50円　年会費に含む）

● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▲ ■ ● ▼ ■ ● ▼ ■

北海道アメリカンフットボール協会　様
金 １５０，０００円

　例年、肢体不自由児者チャリティゲームアメリカンフットボール「ポテトボウル」での
収益金をご寄付いただいておりましたが、今年は悪天候の為、招待は中止となりました。
　そんな状況の中、北海道アメリカンフットボール協会の皆様の温かいご支援で、本年も
変わらずご寄付いただき、誠にありがとうございます。肢体不自由養護学校等に通う高校
生の為の奨学金に使わせていただきます。ご厚意に感謝申し上げます。

ご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございます

第71回手足の不自由な子どもを育てる運動作品コンクール　北海道教育委員会教育長賞

手足の不自由な子どもの部　　作文・詩

『みんなで運動会』
新貝　桃果

 手足の不自由な子どもの部　図画の部
『ハッピーアイスクリーム』　河原　紗菜

手足の不自由な子どもの部　書道の部
雁塔聖教序　『仙露明珠』　佐藤　希美

手足の不自由な子どもの部　手芸・工芸
『レインボー・フィッシュ』　金子　史宝

友情の部　図画
『未来の世界』　男子
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